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長崎警察署協議会令和６年度第４回会議議事概要

日 時 令和７年１月28日(火) 13時30分～15時28分

場 所 長崎警察署講堂

１ 協議会

林田会長 唐島委員 近藤委員 岳野委員 松尾佳苗委員

松尾琴美委員 三田村委員

出 席 者 ２ 警察署

多田署長 山口副署長 森重刑事生活安全官 東警務課長

江頭生活安全課長 蒲川交通課長

３ 書 記

警務係長

１ 警察職員の行為に係る懲戒処分について

署長から

地方公務員法違反等事案

について説明があった。

２ 提出意見に対する推進状況について

令和６年度第３回定例会における提出意見に対する推進状況につ

いて、次のとおり署長から説明があった。

(1) 「関係機関と連携した交通安全対策の推進」について

ア 広報啓発活動を実施した。

イ 交通安全教室を実施した。

ウ 各種イベントにおける交通対策を実施した。

エ 関係機関と情報を共有した。

会議の状況 (2) 「詐欺及び闇バイトの被害・加担の防止に向けた活動の推進」

について

ア インターネットを悪用した詐欺被害防止キャンペーンを実施した。

イ 連続強盗事件等を受けた緊急対策に係る通達を発出した。

ウ 大学生等に対する闇バイト防止等の呼び掛けを実施した。

エ 高校生（インターンシップ生）に対する教養を実施した。

オ 各種媒体による広報を実施した。

(3) 「年末年始における高齢社会総合対策の推進」について

ア はいかい高齢者声掛け訓練における講話を実施した。

イ 年金支給日キャンペーンを実施した。

ウ 高齢者方への自動通話録音（警告）機（通称撃退機）を設置した。

エ 高齢者対象の防犯講話を実施した。

３ 令和６年10月から12月までの業務重点推進結果について

次のとおり、署長から説明があった。

(1) 年末に向けた各種犯罪抑止対策の推進

ア 年末警戒の実施

イ 金融機関対象強盗訓練の実施



ウ 下校時見守り活動の実施

エ 落書き消しの実施

(2) 各種行事に伴う雑踏事故防止対策の推進

雑踏警備状況

(3) 事件検挙の推進

ア 生活安全課関係

(ｱ) 風俗営業適正化法違反被疑者の検挙

(ｲ) 銃砲刀剣類所持等取締法違反被疑者の検挙

(ｳ) 盗撮事件被疑者の検挙

イ 刑事第一課関係

(ｱ) 窃盗事件の検挙状況

(ｲ) 凶悪・粗暴・性犯罪等事件の検挙状況

会議の状況 ウ 刑事第二課関係

(ｱ) 知能犯関係の検挙

(ｲ) 組織犯罪対策関係の検挙

エ 交通課関係

(ｱ) 集団暴走行為の検挙

(ｲ) 飲酒運転の検挙

オ 外事課関係

出入国管理及び難民認定法違反の検挙

(4) ニセ電話詐欺対策の推進（被害防止・検挙）

ア 被害防止

(ｱ) 年金支給日キャンペーンの実施

(ｲ) 高齢者方への自動通話録音（警告）機（撃退機）の設置

(ｳ) 長崎地区金融機関防犯協会臨時総会での講話

(ｴ) 被害防止広報グッズの作成

(ｵ) 被害防止功労者に対する署長感謝状等の贈呈

イ 検挙状況

(5) 総合的な交通事故抑止対策の推進

４ 業務重点推進計画について

次のとおり、署長から説明があった。

(1) 雑踏事故防止対策の推進

(2) 各種犯罪抑止対策の推進

(3) 事件検挙の推進

(4) ニセ電話詐欺等対策（被害防止・検挙）の推進

(5) 総合的な交通事故抑止対策の推進

１ 卒業シーズンにおける各種青少年対策の推進

卒業シーズンになれば、青少年が犯罪の被害者や当事者になった

り、交通事故の当事者になったりすることも懸念されるので、青少

年に係る各種対策を推進してほしい。

提 出 意 見 ２ 交流人口増加に伴う警察活動の推進

ランタンフェスティバルや客船の来港など、交流人口が増える時

期でもあるため、来訪者のみならず、居住者にの安全安心がおびや

かされないように警戒警備や職務質問等の警察活動を推進してもら

いたい。


